
事例６：住民の避難の際に危険が想定される箇所があるが、これらが記載されていない 

 

（広島県 福山市の例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（拡大図）

緑線：急傾斜地崩壊区域 

この区域には、

危険箇所が存在 

青線：土石流危険渓流 

黄色：被害のおそれがある区域 避難時危険箇所の記載なし 

（広島県防災情報システム図） 

（次ページの図参照） 
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参考（事例６関連）：避難時危険箇所の記載がある 

（広島県 安芸太田町の例） 
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事例７：近隣市町村の避難場所に避難させることが有効な場合など、広域的なマップの作成の検討が望ましい 

 

（広島県 府中市の例） 

 

   府中市のマップ（福山市との境界付近） 
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⇒福山市の避難場所の活用が望まれる 
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府中市のマップには、

福山市の避難場所が

記載されていない 
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事例８（推奨事例）：想定浸水深から避難場所として適さない建物は記載せず、また適する建物はその有効階数を表示 

 

（岡山県 倉敷市の例） 

有効階を色分けで表示 
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Ⅱ アンケート調査結果 

問：「洪水ハザードマップ」というものを知っているか 
 

問：見た洪水ハザードマップは分かりやすかったか 

全体：当局が実施したアンケート調査への回答者 

無回答 
９人（0.4％）

知っている 
890 人（41.0％）

知らない 
1,274 人（58.6％） 

全体 
 

2,173 人

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 全体：回答者のうちマップを見たことがあると回答した人 
（注） 構成率は、端数の関係で合計 100％にならない 

無回答 
35 人（9.9％）

分かりにくかった

93 人（26.3％） 

分かりやすかった

225 人（63.７％）

全体 
353 人 
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 問：洪水ハザードマップを見たことがあるか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見たことがある 見たことがない 無回答等

５人（1.0％） 

14 人（2.3％） 

19 人（1.8％） 

272 人（56.8％）

713 人（65.7％）

151 人（24.9％） 441 人（72.8％）

353 人（32.5％）

202 人（42.2％）
各世帯に配布の市

479 人 

未配布の市 
606 人 

全体 
1,085 人 

全体：回答者のうちマップを作成している市に居住する人  
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